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中長期経営計画 SEIKA Grand Design 2025 “URUOI” の達成に向けた 

2018年度から 2020年度の３ヶ年中期経営計画の策定について 

 

当社は、中長期経営計画（SEIKA Grand Design 2025 “URUOI”）の実現に向け、取り組みを進め

ているところでございます。このたび、2018年度から 2020年度の３ヶ年中期経営計画を定め、折

り返しとなる 2020年度の業績目標と、目標達成のためのアクションプランを策定いたしましたので

お知らせいたします。 

１．業績目標 

中長期経営計画「SEIKA GRAND DESIGN 2025“URUOI”」の最終年度（2025年）における業績目標
並びに各事業部門戦略を堅持した中で、本中長期計画の実現に向け、折り返しとなる 2020 年度の
目標を設定いたしました。 

 
（１）連結業績目標 

（単位：億円） 

 2017年実績 2018年 2020年 2025年 2015年比伸率 

売 上 高 1,059 1,150 1,300 1,700 ＋95％ 

営業利益 97 98 130 200 ＋170％ 

営業利益率 9.2％ 8.5％ 10％ 12％ ‐ 

R O E 10.9％ 10％ 10％ 12％超 ‐ 

 

※１ 2018年度および 2020年度で前提とする諸条件は、為替レート 110円/US$、国産ナフサ価格 48,000円/KL

としております。 

※２ 上記目標を達成するための 2016年度から 2025年度までの 10ヵ年に予定する投融資（意思決定ベースの

累積額）は 800億円、うち 2020年度までの前半５年間は 420億円です。 

 

（２）2020年度の業績目標 

 

売 上 高 1,300億円（2015年比＋49％）  新製品※売上高比率 10％ 

営業利益 130億円（2015年比＋75％） 
営 業 利 益 率 10％ 

R O E 10％ 

※  新製品：2016年以降に上市した製品及び新規グレード 

 



２．事業セグメント 
 
（１）吸水性樹脂事業 

吸水性樹脂事業では、逆相懸濁重合法の特徴である真球状粒子を元に、吸水量、
加圧下吸水量、吸水速度、通液性などの吸水性樹脂にかかる諸特性を、顧客ニー
ズに沿ってカスタマイズできる HP グレードに続く新たなグレードの開発など、
高性能な SAP を追求し続け、変わりゆく世界で人々がより快適な生活を送るため
に、オンリーワンの「製品とサービス」を提供してまいります。韓国麗水（ヨス）
工場の 59,000ｔ/年の増強設備は、2018 年末稼動に向けて建設が進んでおり、完
成後のグループ生産能力は 445,000ｔ/年になります。本３ヶ年計画では、足下の
原料価格高騰等を前提とし、収益性を重視したうえで、2020 年度の売上高 900 億
円、新製品寄与度 10％を目標としました。 

 
（２）化学品事業 

化学品事業では、“ありたい姿”を「機能クリエーターとして未来価値を創出
し、世界中の顧客にとって無くてはならない存在となる」と定義しています。そ
して注力する事業機会を「医療・生活・環境・エネルギー」に設定し、市場の困
りごとを、当社技術が作り出す“機能”で解決する、という視点で新製品開発に
取り組んでいます。リチウムイオン２次電池分野では、上市済みの製品に加え、
長寿命化・高容量化に寄与する添加剤が、また、大手のバッテリーメーカーと当
社テクニカルサービスセンターとの連携開発によるバインダー製品（ AQUA 
CHARGE®）が、採用に向けた性能評価に進んでいます。さらに、独自触媒技術によ
る脂肪族ポリカーボネートは、比較的低温で消失するという特性を持った機能性
材料として、複数の大手顧客にサンプルを提供し、顧客の製造工程における生産
性向上や品質向上に貢献する点などが評価されています。本３ヶ年計画では、こ
れらの製品を市場の立ち上がり時期に合わせて商業化すべく取り組み、2020 年
度の売上高 200 億円、新製品寄与度 15％を目標としました。 

 
（３）ガス･エンジニアリング事業 

ガス・エンジニアリング事業は、AI、IoT の進展、中国における電子産業育成
策などを背景とした半導体メーカーの投資計画ならびに微細化および積層化技
術の進歩にあわせ、製膜やエッチング用等の顧客が必要とするエレクトロニクス
ガスをタイムリーに提供すべく、当社グループの台湾・韓国・中国におけるガス
製造拠点の連携により事業規模の拡大を図ってまいります。また、PSA 式ガス精
製分離装置などのエンジニアリングでは Xergi A/S 社（デンマーク）と提携した
バイオマス発電装置など、新たな事業機会を育成してまいります。本３ヶ年計画
では、2020 年度の売上高 200 億円、新製品寄与度 10％を目標としました。 

 

以上 

 


